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研究成果の概要（和文）：各研究機関は，それぞれ主体的に研究活動を推進し，Ｗ型問題解決モデルに基づいて，子ど
もの科学的リテラシーを育成するカリキュラムを開発し，指導できる教師を育成する長期と短期の教師教育プログラム
を開発・実践することを通して教育システムの開発を行う。相互に緊密な連携を取り，横断的・総合的に研究を進め，
教師教育プログラムの体系化を図る。

研究成果の概要（英文）：Each study oraganization promotes autonomous study organizations ,and develops 
curricula for children’s scientific literacy on the basis of the W-style problem-solving model. It 
develops educational systems thorough developing and practicing in-service educational programs for the 
long-term and short-term period. It promotes mutual coopration and promotes their research mutually and 
organically and organizes systematizing in-service teacher’s educations. Or practical examples for the 
teacher’s making the typical practices for the fostering of children scientific literacy should be 
positive studied for it.

研究分野：地学教育
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１．研究開始当初の背景 
五島・小林は，Ｗ型問題解決モデルで従来
の問題解決の向上を目的にした理科教育で
は，仮説を立てるときに，十分な仮説の分析
や問題意識が少ない点が問題であると述べ
ている。従来の理科教育をＷ型問題解決モデ
ルの視点で見ると，じっくりと問題を吟味し，
十分な準備をへて，仮説を立てる時間が十分
ではなく，課題の提示から問題の解決までわ
ずか1時間で行うような問題が用いられてい
る。Ｗ型問題解決モデルは，問題解決能力（科
学的リテラシー）の育成を目的にした課題の
あり方に重要な示唆を与えている。 
  
２．研究の目的 
本研究の目的は、新しく開発したＷ型問題
解決モデルに基づき，子どもの科学的リテラ
シーを育成する教育システムの開発を行う。
特に，Ｗ型問題解決のプロセスに基づいてカ
リキュラムを開発し指導できる教員を育成す
る長期（半年以上）の継続的，短期（数日間
）の集中的な2種類の教師教育プログラムの開
発・実践を行い，実効性のある教師教育プロ
グラムを体系化する。全体の進捗状況の把握
，情報交換，協力体制の強化に向けて行った
。 
(1)W型問題解決モデルで 日本の理科教科書
を分析し、日本の理科教科書の課題を整理す
る。その成果を英文に直し、海外の研究者と
の議論を深める。(2)W型問題解決モデルを利
用した理科授業のあり方について研究を行い
、論文化する。(3)W型問題解決モデルで博物
館プログラムと比較検討し、博物館プログラ
ムの類型化と傾向の分析・検討を行う。博物
館で教師教育プログラムの開発を行い、その
成果と課題について研究する。(4)W型問題解
決モデルに基づいて現職教員研修プログラム
の開発と実践を行い、そのプログラムを評価
する。研修を受けた教員が授業を行い、その
研修の成果を研究する。(5)W型問題解決モデ
ルの授業を展開するためのカリキュラム、指
導法、評価法、ネットワークなどを研究する
。防災教育など理科を中心とした総合的な学
習などの実験方法やその成果について研究を
行う。(6)ESDや防災教育やアースシステム教
育など総合的な理科教育の情報を収集し、科
学的リテラシーを育成する教育のあり方につ
いて研究する。また、そのための内外の資料
収集を行い、研究成果を国内外の学会で研究
発表を行う。 

 
３．研究の方法 
 研究代表者、分担者、連携協力者が各組織
を中心にして、子どもの科学的リテラシーを

育成する教育システムの開発に関する実証
的研究を行う。 

 
４．研究成果 
 研究報告書１冊、学会発表 25件、論文な
ど 44件の研究成果を発表した。 
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